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６
日
（
平
内
町
内
童
子
）、
４
月
８
日
（
五

所
川
原
市
石
田
坂
）
と
も
い
わ
れ
る
。

　
山
の
残
雪
模
様
や
花
の
開
花
等
、
各
地

域
の
身
近
な
自
然
現
象
は
、
農
時
の
目
安

と
な
っ
た
。
例
え
ば
岩
木
山
、
八
甲
田

山
、
釜
臥
山
な
ど
の
雪
形
で
農
時
を
知

り
、
津
軽
地
方
で
は
、
コ
ブ
シ
や
モ
ク
レ

ン
を
「
田
打
ち
桜
」
と
い
っ
て
、
こ
の
花

が
咲
け
ば
田
打
ち
の
時
期
だ
っ
た
。
ウ
ツ

ギ
は
「
田
植
え
桜
」
で
、
た
く
さ
ん
咲
け

ば
ヨ
ノ
ナ
カ
（
稲
の
作
柄
の
こ
と
）
が
い

い
と
、
豊
凶
占
い
に
も
用
い
ら
れ
た
。
菖

蒲
の
花
を
ソ
ト
メ
と
呼
び
、
早
乙
女
が
立

ち
働
く
田
植
え
時
の
象
徴
で
も
あ
る
。
南

部
地
方
で
は
、
農
耕
の
経
験
を
も
と
に
、

風
の
吹
き
方
や
天
候
か
ら
、
そ
の
年
の
作

物
の
豊
凶
の
占
い
を
す
る
古
老
を
「
ヨ
ノ

ナ
カ
ジ
イ
」
と
呼
ん
で
、
畏
敬
の
対
象
と

さ
れ
た
。
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今
回
は
、
戦
前
こ
ろ
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
春
の
稲
作
に
関
す
る
風
習
を
取
り
上
げ

た
い
。

　
本
県
で
は
、
津
軽
地
方
は
、
古
く
か
ら

稲
作
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
南
部
・
下
北

地
方
は
、
平
地
が
少
な
く
畑
作
が
主
体
で

あ
っ
た
。
南
部
地
方
の
古
く
か
ら
の
水
田

は
、
沢
に
沿
っ
て
細
長
く
上
流
ま
で
続
く

の
が
特
徴
で
、
沢
水
は
冷
た
い
の
で
、
収

量
は
多
く
な
か
っ
た
。
下
北
地
方
は
冷
涼

な
気
候
な
た
め
、
稲
作
が
本
格
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
時
代
か
ら

と
い
わ
れ
、
そ
れ
以
前
は
水
田
で
ヒ
エ
が

植
え
ら
れ
て
い
た
。

　
田
植
え
は
旧
暦
５

月
に
行
わ
れ
た
の

で
、
ゴ
ガ
ツ
と
言
わ

れ
た
。
田
植
え
の
日

に
は
、
ミ
ナ
ク
チ

（
水
口
）
に
供
え
物

を
し
て
豊
作
を
祈
願

す
る
水
口
祭
り
を
行

い
、「
虫
が
つ
か
な

い
よ
う
に
」、「
水
が

不
足
し
な
い
よ
う

に
」
と
祈
っ
た
。
下

北
地
方
で
は
フ
キ
の

葉
の
上
に
餅
・
赤

飯
・
御
神
酒
を
、
津

軽
地
方
で
は
小
豆

飯
・
ニ
シ
ン
・
ワ
カ

メ
・
御
神
酒
・
塩
な

ど
を
供
え
た
。

　
地
区
の
田
植
え
が

終
わ
る
と
、
集
落
を

あ
げ
て
の
数
日
間
の

農
休
み
と
な
る
。
津

軽
や
下
北
地
方
で

は
、
サ
ナ
ブ
リ
と
い

う
の
に
対
し
、
南
部

地
方
で
は
テ
ノ
リ

（
テ
ン
ノ
リ
）
と
い

っ
た
。
津
軽
で
は
、

暑
気
を
呼
ぶ
た
め
に

石
戸
谷
　
勉

（
日
本
民
俗
学
会
会
員
）

春
の
稲
作
の
風
習
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田
の
神
や
農
神
は
、
秋
に
山
や
天
に
帰

り
、
春
に
な
る
と
里
を
訪
れ
る
と
考
え
ら

れ
た
。
下
北
や
南
部
地
方
で
は
、
旧
暦
３

月
１
６
日
を
農
神
様
が
種
を
持
っ
て
く
る

日
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
東
通
村
で

は
、
朝
早
く
家
の
戸
を
開
け
て
、
杵
と
臼

で
米
を
搗
き
シ
ト
ギ
を
２
個
作
っ
て
供
え

た
。
米
を
搗
く
音
を
聞
い
て
農
神
様
が
来

る
の
で
、
先
を
争
っ
て
搗
い
た
。
津
軽
地

方
で
は
、
田
の
神
が
山
か
ら
来
る
日
は
一

定
せ
ず
、
３
月
３
日
（
中
泊
町
今
泉
）、
１

　
稲
の
苗
を
育
て
る
苗
代
に
関
し
て
は
、

苗
印
の
風
習
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
苗

代
の
中
央
に
葦
や
竹
等
を
×
や＜
状
等
に

立
て
る
も
の
で
、
本
数
や
形
状
は
家
に
よ

っ
て
異
な
る
。
新
郷
村
西
越
で
は
、
竹
の

ネ
ジ
ル
シ
（
苗
印
の
こ
と
）
を
×
状
に
立

て
、
苗
が
ネ
ジ
ル
シ
ま
で
伸
び
る
と
田
植

え
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
東
日
本

一
帯
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
古
く
は
、
田

の
神
の
依
り
代
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。

サ
ナ
ブ
リ
太
鼓
を
連
日
打
ち
鳴
ら
し
た
。
こ
の
期
間
に
は
、
虫

送
り
も
行
い
豊
作
を
祈
願
し
た
。

　
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
農
業
の
進
展
と
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
り
、
今
で
は
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い
が
、
本
州
最
北
の

地
に
お
い
て
、
様
々
な
工
夫
や
知
恵
を
重
ね
て
暮
ら
し
て
き
た

人
々
の
暮
ら
し
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。


